
国家戦略、関係省庁の連携、産官学の連携の動き

上流

下流

関係省庁 主な役割分担

農林水産省 農林業や食品産業からの国産セルロース原料の供給

文部科学省 セルロースナノファイバーに関する基礎研究

経済産業省 セルロースナノファイバーの製造（技術の研究開発等）

環境省 地球温暖化対策に資する分野への具体的な展開

※国土交通省はオブザーバーとして参加

 2014年6月1日：「ナノセルロースフォーラム」設立。ナノセルロースの研究開発、事業化、標準化
を加速するための、オールジャパン体制での産学官のコンソーシアム。

 2014年6月24日：「日本再興戦略」改訂2014-未来への挑戦- セルロースナノファイバー（超微
細植物結晶繊維）の研究開発等によるマテリアル利用の促進に向けた取組を推進する。

 2014年８月１日：ナノセルロースに関係する政策連携のため、農林水産省（農林水産技術会議・林野
庁）、文部科学省（研究開発局）、経済産業省（製造産業局）、環境省（地球環境局）により「ナノセ
ルロース推進関係省庁連絡会議」を創設し、第１回会合、その後、定期的に開催している。

 2016年5月13日：「地球温暖化対策計画」（中略）自動車部材等の軽量化が期待できるセルロースナ
ノファイバー等の社会実装に向けた技術開発を進める。

 2018年4月17日：「第五次環境基本計画」（中略）セルロースナノファイバーやバイオマスプラス
チック等の次世代素材について、社会実装に向けて、用途開発の実施や搭載時の性能評価、複合・形成
プロセスの低炭素化の実証、リサイクル時の課題解決策検討のための実証を進める。また、セルロース
ナノファイバーやリグニン等について、国際標準化や製品化等に向けた研究開発を進める。

 2019年6月21日：「成長戦略フォローアップ」（中略）自動車の軽量化、建材の断熱性能の向上等に
資するセルロースナノファイバーなどの新素材の研究開発 ・実証を進める 。



基礎研究 応用研究 社会実装

ＣＮＦに係る関係省庁の主な取組
【 】内は令和２年度

概算決定額

製品化
実証

機能化

製造
(ナノ化)

原材料

「知」の集積と活用の場によるイノベーション創出

推進事業 (拡充) うち「異分野融合発展研究」

及び「「知」の集積と活用の場による研究開発モ

デル事業」 【40.9億円の内数】（農林水産省

農林水産技術会議事務局研究推進課）

環境省

炭素循環社会に貢献するセルロースナノファ
イバー関連技術開発事業(新規)
【6.6億円】(経済産業省製造産業局
素材産業課革新素材室)

林業イノベーション推進総合対策（新規）

【11億円の内数】

(農林水産省林野庁森林整備部研究指導課)

経済産業省

林野庁

文部科学省 農林水産省

セルロースナノファイバー(CNF)等の次世代素材活用
推進事業(継続)【5億円】
革新的な省CO2実現のための部材や素材の社会実
装・普及展開加速化事業(新規)【18億円の内数】
脱炭素イノベーションによる地域循環共生圏構築事業
(継続)【80億円の内数】
新築集合住宅・既存住宅等における省CO2化促進
事業(CNFの取扱は新規)【98.5億円の内数】（以
上、環境省地球環境局地球温暖化対策課地球温暖
化対策事業室）
脱炭素社会を支えるプラスチック等資源循環システム構
築実証事業(CNFの記載は新規)【36億円の内数】
(環境省環境再生・資源循環局総務課リサイクル推進
室)

未来社会創造事業（「地球規模課
題である低炭素社会の実現」領
域）(継続)
【8.3億円の内数】(文部科学省研
究開発局環境エネルギー課)


